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②【自立活動における学習評価】
自立活動実態表の作成

授業・指導実践

活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

自活教諭との連携

自活教諭との連携

自活教諭との連携

記録の累積

変容を記載

複数で評価

課題関連図

生活年齢、発達年齢

ここが
ポイント



小 １ 自らの要求をサインで要求する。

小 ４

中 １

高 １

訪 問

教師の働きかけに反応することができるようにする。

注意の集中・持続しやすい環境を整えることで、視線を向けて物を選択する
ことができる。

生活年齢、発達段階を踏まえた目標の設定と複数での評価にて妥当性を高める。

しっかりと覚醒して学習を行う。

研究グループ 目 標



小 １

小 ４

中 １

高 １

訪 問

研究グループ 方 法 ・ 経 過

サインを自発させるための取り組み。①ままごと遊びを通しての象徴機能の促進。②本児が要求しそうなサ
インの指導（本、コップ、スプーンなど）。③学校生活全般でターゲット語彙を中心にしたサインの活用。
④関わる教員同士での使用するサインの共通認識。及び自発したサインの記録の累積。

児童が注目したり触ったりしたくなるような取り組み。

①児童が好きなものを見つけて授業に取り入れる。

②児童と提示する物の距離や動かす速さ、言葉掛けやBGMの活用。

・生徒に具体物を注視させる。注視しやすいように視覚刺激や聴覚刺激の少ない環境を整えて学習に取り組む。

・注視した後、２種類の具体物を提示して机上に乗せ、同じ物を指さしさせる。

・赤、青の２色を見比べ、同じ色の物を入れたりすることができる。

・提示された物と同じ形の物を選ぶことができる。

・学習の様子をビデオ撮影し、後日複数の指導者で評価をする。

①相手の顔を見てあいさつできる。４月からの変容…△ ・関わり方で本人の発信が変わってくることがわかった。

②車いすから工房いすへ、またその反対の立位移乗動作を少ない介助でできる。４月からの変容…○ ・トイレでの移乗中心だったが、様々な
場面で意識して取り組むことができた。・日によって違いはあったが、立ち上がりが良くなった。

③相手の顔を見て依頼することができる。４月からの変容…△・目が合うと物を渡そうとしたり、促しで言葉で伝えられることができるように
なってきた。

①「身体の大きさ」⇒ 気軽に移乗や体位変換することが難しい。対策として、スライディングボードを活用した水平移動
での介助や介助者の支援方法の工夫。 ②しっかりと覚醒させるための取り組み。・エアマットを用いた全身の揺れ。・端
座位～抗重力姿勢 ③行動分析表の活用：座位保持具よりも教師が支える方が覚醒が維持しやすい。



小 １

小 ４

中 １

高 １

訪 問

研究グループ 成 果

・サイン模倣が増えた（細かい動きを模倣しようとする様子も見られる）

・サインとともに発声する頻度が増えた。

・本児について話をする機会が増えた。

・見る力が向上

・児童と関わる際の教員間の共通理解

・複数の教員が関わることで、評価の客観性・妥当性が向上

・環境を整えることで集中力を高めることができた。学習の見通しを持たせることで、集中力を持続させることができた。

・「きちんと見てできた」ことを賞賛することで見ることへの意識を高めることができた。

・少しずつ集中して取り組める時間を長くしていくことが効果的だった。

・課題を分析することで、指導方法や関わり方を指導者（寄宿舎含む）で統一することができた。

・後期の目標や授業内容に反映ができた。

・関わりが統一されたことで、本人が理解して取り組んだり、依頼できたりするようになってきた。

・課題分析表については、生徒によっては有効だと考える。年度当初からの変容がわかりやすく、様々な人がつけることで、
色々な視点で評価できる。

・全身の揺れ及び端座位を行い、覚醒を高めることができた。眠気が強い際にも、エアマットに乗せた瞬間
から良い表情になることが多く、引き続き端座位を行うことで、ベッドに戻った後も覚醒を維持することが
できることが多かった。

・覚醒が高まることにより、笑顔や口の動きなどの気持ちの表出を多く引き出すことができた。



小 １

小 ４

中 １

高 １

訪 問

研究グループ 課 題 ・ 次 年 度 の 目 標

・模倣できるサインを自発につなげる・言語理解を拡げる・やりとり関係の向上を図る。

・象徴遊びの経験を積み、楽しめるようにする・自発的に要求することを増やす。

・発声を伴うサイン等で表出すること。

・姿勢、見え方、コミュニケーションに関して専門性の高い自活教諭の助言を確認しながら行え

るとよりよいものになったのでは。

・集団学習での集中力の持続。

・学習して身につけたことを、日常生活の場面で活用できる場面設定。

・本人の実態から、その日の体調、気持ちの状態でできる日とできない日があったため、分析表
をつけても積み上がっていかなかった。課題分析表の様式についても検討すべきだった。

・課題分析表のチェック方法や負担感について。

・卒業後（在宅を予定）のメリハリのある生活。

・訪問教育で行ってきた内容について継続可能な内容を事業所に保護者を通して相談する（生活
の充実や機能回復に関わること）。



【課題関連図】 【小１】

【小４】
【中１】

【高１】

【訪問】



【小１グループ】

【活動分析表】



【小４グループ】 【中1グループ】 【訪問グループ】



【高1グループ】



【自立活動グループ 今年度のまとめ】

自立活動実態表の作成

授業・指導実践

活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

・自立活動実態表を作成すること
で手順が見える。

記録の累積を行うことで、
複数の目により評価ができる。

児童生徒の実態に応じて工夫す
る必要がある。

令和２年度は、全校で自立活動
実態表を作成し、自活教諭との
連携のもと進める。



高等部の取り組み

現在、合わせた指導を主とした教育課程

↓

①合わせた指導（生活単元学習および課題学習）の内容を確認

②各教科等との関連を確認

③次年度の年間指導計画に反映

↓

指導内容や評価観点が明確になり、

個別の指導計画の目標設定・評価へとつながることを目指して・・・

高等部 合わせた指導グループ



①生活単元学習および課題学習の内容確認

・各教科等との関連を明記した単元計画

⇒各学年・各グループの指導担当者が作成（高２・高３）

②各教科等との関連を確認

•生活単元学習と各教科等との関連

•課題学習と各教科等との関連



生活単元学習と各教科等との関連について

指導されている教科に偏りがある（高２）

少ない ： 算数・数学、理科、外国語

課題学習と各教科等との関連について

•グループによって指導内容が大きく異なるため、同じ学年でも、
指導されている教科等の偏り方は異なる

•高２・高３ともに、社会、理科が少ない傾向があり、どのグ
ループにおいても、理科は極めて少ない



まとめ

高等部の合わせた指導において、指導内容に含まれていな
い、または少ない教科が明確になった

課題学習のグループによる指導内容の偏りや違いが、明確
になった

次年度は、教科学習を主とした教育課程となるため、指導
する教科の偏りは解消

課題学習は無くなるが、生活単元学習（進級単元、行事単
元、食育など）については引き続き、関連する教科等を明
確にして取り組む



テーマ：「舎生の実態把握から見る課題と指導の共通理解」

寄宿舎グループ

（１）食事時間の活用

・段階を踏んだ指導
・課題の可視化
・記録

（２）「日常記録」の記入と活用

・記入の仕方の統一
・「個別の指導計画ー実態」「配慮事項の見直し」


